
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　

　

　

ームランプの固定構造。
【請求項２】
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ハウジング３１の内部に光源バルブ３２が収納されると共に開口部側にレンズ３３が装
着され、前記ハウジング３１の相対向する側面に複数の係合凹部３１ａが形成され、また
、前記ハウジング３１の閉塞側にルーフパネル１と係合可能な複数の弾性挟持片３１ｃが
取付けられると共に、該弾性挟持片３１ｃと同じ側面に当接段部３１ｂが形成されたルー
ムランプ３と、

前記したルームランプ３のハウジング３１が挿入可能な大きさのルームランプ固定孔２
２が形成されると共に該ルームランプ固定孔２２より内側に突出する先端に向かって窄ま
る突出片２３が形成されたトリム２と、

前記トリム２を前記ルームランプ３を介して固定するための固定孔１１が形成されたル
ーフパネル１と、

から構成し、前記ルームランプ３は前記トリム２の突出片２３をハウジング３１の係合
凹部３１ａに係合することでトリム２に対して前後左右に移動が規制されて仮固定され、
前記ハウジング３１をルーフパネル１の挿入孔１３ａ内に挿入することで前記弾性挟持片
３１ｃが前記ルーフパネル１の固定孔に係合され、ルームランプ３とトリム２とが一体と
なってルーフパネル１に固定され、かつ、この状態において前記当接段部３１ｂとルーフ
パネル１との間にトリム２が挟持されることを特徴とするル

前記ルームランプ３の前記ハウジング３１を前記固定孔１１へ挿入する際に、前記トリ



特徴とする請求項１
記載のルームランプの固定構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は自動車におけるルームランプの固定構造に関し、詳細には、トリムにルームラン
プを取付け、該ルームランプが取付けられたトリムを車両のルーフパネルに取付けること
により、ルームランプをトリムとともにルーフパネルに固定するようにしたルームランプ
の固定構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種のルームランプの固定構造としては、例えば、実開平９－６５０９３号公報
に開示されたものがある。この考案は、ルームランプに取付けられた板ばねによるブラケ
ットによって、ルームランプのフランジ部と前記ブラケットとの間でトリムを挟持し、前
記ブラケットの先端ばね部をルーフパネルに形成された係合孔に係合してトリムとルーム
ランプをルーフパネルに取付けるものであった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前記した従来例にあっては、トリムにルームランプを取付けるには、ルームラ
ンプをトリムに形成されたランプ取付孔に挿入した後に、ブラケットをルームランプのク
リップ部に圧入してトリムの縁をブラケットとルームランプのボディーとの間で挟持する
ものであるため、トリムにルームランプを取付ける作業が面倒であるといった問題があっ
た。
【０００４】
また、トリムはルーフパネルに対して別途取付位置で取付けられており、前記ブラケット
は孔に弾性的に係止するにすぎず、トリムはルーフパネルに対して垂下した状態で取付け
られている状態となっているので、トリムとルーフパネルとは直接的に取付けされていな
いので取付けが非常に不安定となって、車両の走行時における振動によってガタ付いて騒
音を発生する可能性もある。
【０００５】
本発明は前記した問題点を解決せんとするもので、その目的とするところは、自動車の組
立ラインにおける組立作業の工数の削減を図れ、また、ルームランプをトリムに固定し、
かつ、ルームランプおよびトリムを車体のルーフパネルに固定したので、振動によるガタ
付きがなく騒音の発生もないルームランプの固定構造を提供せんとするにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１にかかる発明は、

特徴とする。
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ム２の下面に当接する複数の当接段部３１ｂが形成されていることを

ハウジング３１の内部に光源バルブ３２が収納されると共に
開口部側にレンズ３３が装着され、前記ハウジング３１の相対向する側面に複数の係合凹
部３１ａが形成され、また、前記ハウジング３１の閉塞側にルーフパネル１と係合可能な
複数の弾性挟持片３１ｃが取付けられると共に、該弾性挟持片３１ｃと同じ側面に複数の
当接段部３１ｂが形成されたルームランプ３と、前記したルームランプ３のハウジング３
１が挿入可能な大きさのルームランプ固定孔２２が形成されると共に該ルームランプ固定
孔２２より内側に突出する先端に向かって窄まる突出片２３が形成されたトリム２と、前
記トリム２を前記ルームランプ３を介して固定するための固定孔１１が形成されたルーフ
パネル１とから構成し、前記ルームランプ３は前記トリム２の突出片２３をハウジング３
１の係合凹部３１ａに係合することでトリム２に対して前後左右に移動が規制されて仮固
定され、前記ハウジング３１をルーフパネル１の挿入孔１３ａ内に挿入することで前記弾
性挟持片３１ｃが前記ルーフパネル１の固定孔に係合され、ルームランプ３とトリム２と
が一体となってルーフパネル１に固定され、かつ、この状態において前記当接段部３１ｂ
とルーフパネル１との間にトリム２が挟持されることを



【０００７】
　請求項２にかかる発明は、請求項１に記載のルームランプ固定構造において、

特徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施形態を図に基づいて説明する。
図１はこの発明の一実施形態であるルームランプの固定構造の分解斜視図、図２は図１に
示したルームランプを左斜め下側から見た正面図、図３は図１に示したルームランプを右
斜め下側から見た側面図、図４はルームランプを固定した状態の断面図、図５はルーフパ
ネルの固定孔と、トリムのルームランプ固定孔と、ルームランプとの関係を示す説明図で
ある。なお、図１におけるトリムは、凹部の部分のみが図示され、また、図４は、図５の
Ｘ－Ｘ線による断面図である。
【００１０】
図１において、１は車体を構成するルーフパネルを示し、図示を省略した天井骨組に取り
付けられ、後述するトリム２およびルームランプ３を固定する固定孔１１が設けられてい
る。
【００１１】
２はトリムを示し、例えば発砲ウレタンの基材の下面にフェルトなどの被覆材を被覆した
もので、ルームランプ３の大きさで上側へ凹んだ凹部２１と、この凹部２１の底に位置す
るルームランプ固定孔２２と、このルームランプ固定孔２２へ対向して突出する２つの突
出片２３とが設けられている。そして、各突出片２３は、両側面２３ａが先端へ向かって
窄まる傾斜面とされている。
【００１２】
３はルームランプを示し、合成樹脂製のハウジング３１と、図５に示すように、ハウジン
グ３１内に収容された光源バルブ３２と、ハウジング３１の下面を閉塞し、ハウジング３
１の外側にフランジ３３ａが周回するように突出しているレンズ３３と、図２～図４に示
すように、操作部分がレンズ３３から下側へ突出するように図示しないスイッチに取付け
られた操作ノブ３４とで構成されている。
【００１３】
そして、ハウジング３１の側面（外周）には、図５に示すように、トリム２の２つの突出
片２３に対応する位置に、それぞれ突出片２３が係合する係合凹部３１ａが一体的に成形
して設けられ、また、ハウジング３１には、該ハウジング３１を固定孔２２へ挿入するこ
とにより、トリム２の下面に当接する当接段部３１ｂが一体的に成形されるとともに、当
接段部３１ｂとでルーフパネル１とトリム２とを挟持する２つの弾性挟持片３１ｃが、当
接段部３１ｂと異なる点対称の位置に設けられている。
なお、２つの弾性挟持片３１ｃは、金属板で構成され、ハウジング３１に取り付けられて
いる。
【００１４】
上記したルームランプ固定孔２２と、各突出片２３と、各係合凹部３１ａとにより、トリ
ムに対するルームランプ固定手段Ｒが構成されている。また、固定孔１１と、各当接段部
３１ｂと、各弾性挟持片３１ｃとにより、ルーフパネルに対するトリムおよびルームラン
プ固定手段Ｔが構成されている。
【００１５】
次に、ルームランプ３の固定について説明する。
まず、トリム２とレンズ３３との間にハウジング３１を位置させ、各係合凹部３１ａをそ
れぞれ突出片２３に対応させる。そして、ハウジング３１をルームランプ固定孔２２へ挿
入すると、各突出片２３がハウジング３１で押されて撓み、フランジ３３ａが凹部２１の
内面に当接するので、各突出片２３を対応する係合凹部３１ａ内へ押し込むことにより、
トリム２にルームランプ３をトリムに対するルームランプ固定手段Ｒで固定できる。
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前記ルー
ムランプ３の前記ハウジング３１を前記固定孔１１へ挿入する際に、前記トリム２の下面
に当接する複数の当接段部３１ｂが形成されていることを



【００１６】
このように、トリム２にルームランプ３をトリムに対するルームランプ固定手段Ｒで固定
すると、各突出片２３の両側面２３ａが先端へ向かって窄まる傾斜面とされているので、
図５に示すように、各側面２３ａ（傾斜面）の一部が係合凹部３１ａの内周面の外縁に当
接することにより、ルームランプ３は、トリム２に対して前後左右へ移動するのを規制さ
れ、トリム２に対してガタ付かなくなる。
【００１７】
また、同時に各当接段部３１ｂにトリム２の下面が当接し、ルームランプ固定孔２２の縁
が各当接段部３１ｂに当接するので、ルームランプ３は、ルームランプ固定孔２２の縁で
トリム２に対して前後左右へ移動するのを規制されることになり、トリム２に対してさら
にガタ付かなくなる。
【００１８】
このように、トリム２にルームランプ３を固定した後、ハウジング３１を固定孔１１へ挿
入すると、各弾性挟持片３１ｃはルーフパネル１の縁で押されて撓んだ後、自身の弾性で
元の状態に復帰し、また、各当接段部３１ｂがトリム２を介してルーフパネル１に当接す
ることにより、各当接段部３１ｂと各弾性挟持片３１ｃとでルーフパネル１とトリム２と
を挟持することにより、ルーフパネル１にトリム２およびルームランプ３をルーフパネル
に対するトリムおよびルームランプ固定手段Ｔで固定できる。
【００１９】
なお、ルーフパネル１にトリム２をルーフパネルに対するトリムおよびルームランプ固定
手段Ｔで固定した場合、ルーフパネル１からトリム２およびルームランプ３を取り外せる
ように、すなわち、図４に示すように、各弾性挟持片３１ｃの挟持側の端は、ルーフパネ
ル１からレンズ３３側へ突出している。
【００２０】
【発明の効果】
以上のように、この発明によれば、トリムに対するルームランプ固定手段により、トリム
に対してルームランプをワンタッチで取り付けることができるので、自動車の組立ライン
における組立作業の工数の削減を図ることができる。
【００２１】
そして、各突出片の両側面を先端へ向かって窄まる傾斜面としたので、各側面の一部が係
合凹部の内周面の外縁に当接することにより、ルームランプをトリムに対して前後左右へ
ガタ付かないように取付けることができる。
【００２２】
また、ルーフパネルに対するトリムおよびルームランプ固定手段により、ルーフパネルに
対してルームランプとトリムをワンタッチで取付けることができるので、自動車の組立ラ
インにおける組立作業の工数の削減を図ることができる。
【００２３】
さらに、ルーフパネルとトリムをルームランプに形成した当接段部と弾性挟持片とで挟持
するようにしたので、トリムのルーフパネルに対する取付けが非常に安定した状態となり
、従って、車両の走行時における振動によるガタ付きを防止して騒音の発生を防止するこ
とができる等の効果を有するものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施形態であるルームランプの固定構造の分解斜視図である。
【図２】図１に示したルームランプを左下側から見た正面図である。
【図３】図１に示したルームランプを右斜め下側から見た側面図である。
【図４】ルームランプを固定した状態の断面図である。
【図５】ルーフパネルの固定孔と、トリムのルームランプ固定孔と、ルームランプとの関
係を示す説明図である。
【符号の説明】
１　　　ルーフパネル
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１１　　固定孔（ルーフパネルに対するトリムおよびルームランプ固定手段）
２　　　トリム
２１　　凹部
２２　　ルームランプ固定孔（トリムに対するルームランプ固定手段）
２３　　突出片（ルームランプ固定手段）
２３ａ　側面
３　　　ルームランプ
３１　　ハウジング
３１ａ　係合凹部（ルームランプ固定手段）
３１ｂ　当接段部（トリム固定手段）
３１ｃ　弾性挟持片（トリム固定手段）
３２　　光源バルブ
３３　　レンズ
３３ａ　フランジ
３４　　操作ノブ
Ｒ　　　ルーフパネルに対するトリムおよびルームランプ固定手段
Ｔ　　　トリムに対するルームランプ固定手段
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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